
第１号議案         2018年度事業報告(案) 

（2018 年 4 月 1 日から 2019 年 3 月 31 日まで） 

特定非営利活動法人市民社会研究所 

 

１ 「伊勢おやき本舗」事業の拡大 

（１） 伊勢おやきの製造・販売 

 

 
     ・ユニバーサル就労の実践～ユニバ―サル就労センターとの連携 

・夏のサイドメニュー（かき氷、冷やしパイン） 

     ・四季菜を含むイベント売上の増加 

・秋以降のＳＡの売上の落ち込みと 3月の新名神の開通に伴う客数の激減 

 

（２）四日市彩サブレの開発と発売 

 ・四日市大学と連携した四日市名物 8種類のサブレ 

  ＊別添「みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金交付事業実績報告書」参照 

・３月１日発売（3月分売上） 

   じばさん三重          121,760円 

総合会館（地下、１Ｆ喫茶店）  62,550円 

ばんこの里会館                  17,910円 

スプラウト           95,200円 

注文（四日市大学など）     277,700円  （合計 575,120円） 

（下りのみ 3,759,350） 

（下りのみ 6,710,090） 



 

 朝日 2019,2,19 



２ 北勢地域若者サポートステーションの実績  

（１）実績 

・就職者数：➀68 人（前年比 81％） 

     その他の就職者数：②38 人    合計就職者数（➀＋②）：106 人 

注：前年度は➀を基準にした就職者数だったが全国的に就職者数が増えず、厚労省がその他

の就職者数もカウント可能に期の後半で変更したため 106 人を就職者数としている。

（その他とは離職後再就職者、週 20 時間以内の就職、職業訓練、進学） 

・新規登録者数：135 人（前年比:89％）離職後の最新規登録認められず） 

・延べ相談件数：3163 件 

注：3 月 17 日以降厚労省システムがシステム変更の不具合からダウンしていて、いまだ新 

システムの立ち上げができていない状態なので数字は 3/16 までの暫定数字。 

 

（２）若年無業者集中訓練プログラム（2 か月の 40 日間・4 泊 5 日の合宿含む） 

（県内 4 サポステの中で北勢サポステだけが実施） 

  1 回目（ 6 月～）10 名参加：6 名就職 

  2 回目（10 月～）10 名参加：7 名就職（1 名は進学） 

  

 

（３）スプラウト・トレーニング 

 16 名が参加：うち 6 名が就職 

 例：スプラウト⇒集中訓練プログラム⇒就職（契約社員）⇒正社員を促された。 

 

（４）その他 

  ・ミニ集中訓練プログラム（2 週間:10 日間（座学 5 日・就労体験 5 日）：三重県補助）

を 2 回実施し 7 名が参加うち 3 名が就職 

  ・ハローワーク四日市・桑名・わかものハローワークの職員向けに「サポステ説明会」 

      延べ 7 回実施したことでハローワーク職員との間で連携が図れるようになった。 

      （GATB 適性検査への誘導 20 件、集中訓練プログラムへの誘導 2 件など） 

     ・就労体験先企業の見直しを実態に合ったものに見直し：38 社⇒26 社 

  ・北星高校支援担当が 1 名専任となった（29 年度までは 2 名） 

  ・ユニバーサル就労センターとの連携 

  ・出張相談（桑名・いなべ・菰野・朝日・川越・東員・木曽岬）継続実施中 



３ トレーニングカフェの運営  

（１） 福祉医療機構助成（ＷＡＭ助成）事業の実施   ＊別添報告書参照 

  全国の「優良事例」３４事例（１５２件中）に選定された。 

 

（２） メニューの増加 

  大内山ソフトクリーム→クラウドファンディングの実施 

  伊勢うどん、カレーうどん、焼おにぎり等 

 

（３） 次年度以降の継続に向けた働きかけ 

① 生活困窮者自立支援事業の受託 

   四日市市 

② カラオケ喫茶の導入（13:30～17:00） 

 

 

2018 年度合計 2,711,990 円 

          4,339 人 



４ 人権 

（１） 「すべての人にやさしい人権のまちづくり研修支援事業」の実施（三重県委託事業） 

 



（２） これからの部落問題を考える研究業務委託（四日市市委託事業） 

 

【取組み一覧】 

月 市民社会研究所 四日市大学 

8月 9  石元関西大学教授との学習会 

31 灘本京都産業大学教授との学習会 

 

9月 ・事前研修のまとめ・今後の検討 

・アンケート内容の検討 

・アンケートの集計 

21日 「人権論」の授業でアンケート実施 

27日 第１回ゼミ  

① 計画の説明  ②部落問題のＤＶＤ学習 

10月 
 

4日 第 2回ゼミ  アンケート分析 

11日 第 3回ゼミ  論点の抽出 

18日 第 4回ゼミ  論点別学習（１） 

25日 第 5回ゼミ  論点別学習（２） 

11月 
 

 1日 第 6回ゼミ  論点別学習（３） 

 8日 第 7回ゼミ  教材構成案検討（１） 

15日 第 8回ゼミ  教材構成案検討（２） 

22日 第 9回ゼミ  当事者インタビュー（１） 

29日 第 10回ゼミ 当事者インタビュー（２） 

12月  

 

 

 

・アンケートの集計 

 6日 第 11回ゼミ 教材案作成（１） 

13日 第 12回ゼミ 教材案作成（２） 

20日 第 13回ゼミ 教材案作成（３） 

21日 「人権論」の授業で教材案使用・アンケート 

実施 

1月  10日 第 14回ゼミ アンケート結果の紹介と教材案 

の検討 

17日 第 15回ゼミ 教材案を基にした意見交換 

2月 ・研究の成果についての人権センター 

との検討会（19日） 

 

3月 ・教材案に基づく簡易版学習資料作成 

・報告書作成 

 

 

【簡易版学習資料】 

  

 

授業の推進／補助 



５ 市民共育～特になし 

 

 

６ 調査研究・成果発表 

   ・市民社会のアドボカシーの研究 

       松井真理子 

   ・社会的企業に関する発表 

       2018年 9月 22日 四日市市「事例から学ぶコミュニティビジネス」 

                 「就労困難な若者のトレーニングカフェ『スプラウト』」 

                       市民社会研究所 代表理事 松井真理子 

       2019年 2月 9日  四日市市コミュニティビジネス創成塾 

                 「トレーニングカフェ『スプラウト』の取り組みについて」 

                       市民社会研究所 副代表理事 金 憲裕 

       2019年 2月 9日   全国若者・ひきこもり協同実践交流会 in あいち「はたらく」分科会                             

                 「就労困難な若者のトレーニングカフェ『スプラウト』」 

                       市民社会研究所 代表理事 松井真理子 

７ 新聞報道等 

   ●四日市サブレ 

      中日新聞 2019年 2月 8日 

      読売新聞 2019年 2月 15日 

      朝日新聞 2019年 2月 19日 

      Youよっかいち  2019年 2月 23日 

       

 

８ 他の中間支援組織の事務局・会員 

① 公益財団法人ささえあいのまち創造基金事務局 

② ＮＰＯ法人みえＮＰＯネットワークセンター事務局 

③ 東海市民社会ネットワーク事務局（新規） 

https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=3&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwipjdSjsN7iAhWIHHAKHYNSDzQQFjACegQIAhAB&url=https%3A%2F%2Fwww.facebook.com%2Fevents%2F281504412477728%2F&usg=AOvVaw1FyakSDpXOiWLnI5LE-VFs

